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＊本の概要 

本書は、現代韓国の直面している政治・経済問題の生じた一契機を探るべく、韓国の経済発

展がなぜ生じたのか、これを可能にした 1950 年代における初期条件の形成過程について、

輸出志向工業化と国家主導型工業化という 2 つの観点から明らかにしている。本書は、そ

うした初期条件の形成過程を、特に米国の影響を考慮に入れて、米韓両政府内部文書を使用

した歴史学的アプローチによって分析している。そのため、本書は、韓国は李承晩政権（1948

～60 年）、米国はアイゼンハワー政権（1953～61 年）であった時期の米韓関係を中心に扱

っている。このような分析によって本書は、1950 年代と経済発展が本格化した 1960 年代

との連続性と断絶性を米韓関係の観点から明らかにしている。 
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